
  資料８－１  
 

  

入札監理小委員会審議結果報告 

国有林の間伐等事業 関東森林管理局静岡森林管理署の 

入札結果等について 

 

１． 入札の経過 

 

国有林の間伐等事業については、第 208 回官民競争入札等監理委員会（平成

30 年２月 23 日）了承の実施要項に基づき、全森林管理局 24 箇所を対象に入札

を実施し、このうち関東森林管理局静岡森林管理署分については再度の入札に

おいて落札せず不調となった。 

 

２． 林野庁の報告（別添参照） 

 

① 応札者等へのヒアリングの結果、入札結果が不調となった要因は概ね以下

のとおり。 

・当実施箇所に対して伐倒・集材作業及び路網整備に多くの労力を要する必

要性があると判断し、コストを多く見込んだ。 

・アクセスが著しく不便な箇所がある。等 

② 以上のことから、再々度公告による入札参加者（１者）と協議を行い、実

施予定者の特定を行うこととし、調整を図った結果、予定価格の範囲内で

実施要項等と同様の条件で事業を実施できることが確認できたことから、

当該入札参加者を実施者として決定したところである。 

 

３． 入札監理小委員会での審議 

 

上記①及び②を踏まえ、当該箇所については、再々度公告による入札参加者

と随意契約を締結し、早期に実施することを了承した。 

また、今回の入札結果等を踏まえ、これまでに行ってきた見直しの内容、本

年度実施箇所の状況の把握及び分析とあわせて、次期実施要項等の策定に向け

検討していく等を確認した。 

 

 

以 上 

 


